
No.233  2024年12月号

都合により、下記日程で臨時休業となります。

臨時休業日および臨時開局日のお知らせ

当番病院の処方応需のため以下を臨時開局日とします。
当番病院処方の対応が優先となりますのでご理解の上ご利用ください。

臨時休業日 臨時開局日

12月1日日、12月22日日
2025年1月3日金、1月5日日、1月26日日

12月14日土、12月28日土
2025年1月11日土、1月25日土
ご迷惑おかけしますがご理解ください。 営業時間/9：00～17：00

マイナ保険証での受付および、電子処方箋の受付対応しています。

～はるか薬局緊急時電話番号～
0154-31-7811または
090-3775-3026☎
夜間、日曜祝日等の閉店時で緊急の
対応を要する場合にご利用下さい。

お知り合いの薬剤師・薬学生の方を
ご紹介下さい 奨学金制度もあります
※詳しくは、あゆみ調剤までご連絡下さい。

☎ 0154-31-7811

はる
か薬局職員 2023年を振り返って2024年を振り返って2024年を振り返って

 糖尿病歴２１年。昔は、①に運動療法、②に
食事療法、その次が薬物療法と理解してい
ました。今は、薬のおかげで、大した運動も
せず、食事制限もどこへやら、それでも、や
せた体重を維持し、主治医からはグッドコン
トロールと毎回褒められます。本当にこれで
いいのでしょうか？　　　　　　　６３歳KT



　現在、抗菌薬や咳止め・痰切りなどの医療用医薬品が手に入りにくい状況が
続いています。私が薬剤師として働くようになってから今まで経験した事が無
いくらい、不足の状況が長引いてしまっています。どれだけ注文しても手に入
らずやむをえず薬を変更してもらったり、日数を減らしてもらったりと患者様

にも協力をお願いする事例も増えています。肺炎などによく使われるペニシ
リン系抗菌薬などが手に入らず、やむをえず違う種類の抗菌薬を使用するも
効果不十分で治療が長引いてしまう事例もあります。
　これらの限りある医療資源である医薬品を本当に治療が必要な人にちゃん
と行き渡るように日々感染症にかからないように予防対策をしっかりする事
や、単なる風邪の場合に抗菌薬や咳止めなどの薬に頼りすぎないことも大切
です。一般的には、風邪は、自身の免疫力により数日～１週間もすれば自然に
治ります。薬はあくまで対症療法となります。ただし、高齢者や心臓や腎臓な
どの病気のある方、風邪の症状が重い場合や長引く場合は、肺炎など他の病
気の可能性もあるので自己判断せずに医療機関を受診しましょう。
　いざという時、必要な方に薬がいきわたるよう、再度ご自分の薬の必要性に
ついて考えてみてはいかがでしょうか。

治療薬の現状

？！？！　今年も色々な感染症が猛威を奮ってい
ます。新型コロナウイルス、インフルエン
ザのみでなくマイコプラズマ肺炎や溶連
菌感染症、手足口病などにかかる方も多
くなっています。
　冬は、感染症にかかり易い季節です。十
分な予防対策を心がけましょう。
　予防の大原則は、うがい、手洗い、マス
クです。これらの対策を冬場は特に意識しましょう。また、新型
コロナウイルスやインフルエンザや肺炎などに関しては、ワ
クチン接種も予防・重症化を防ぐためにも大切です。もし感染
症にかかってしまったら対策の原則は、安静と十分な水分・栄
養摂取が基本となります。また、周りの人への感染予防対策
も大切です。かかってしまった場合は早めに医療機関に相談
をすると安心です。

感染症と治療薬の
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